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報道関係者各位 

くすりの適正使用協議会 
 
 

総合機構の「医薬品医療機器情報提供ホームページ」の新サイト

「一般の皆様向け」に「くすりのしおり®」がリンクされました 
 

このたび、医薬品医療機器総合機構（以下、総合機構）が新しく開設した「一

般の皆様向け」（URL：http://www.info.pmda.go.jp/ippan.html）を通じて、

「くすりのしおり®」を利用することが可能になりました。 
 

「くすりのしおり®」は個々の医療用医薬品毎に必要最小限の情報をまとめた

情報シートで、医療提供者と患者さんとの間のコミュニケーションツールと

して医療従事者の方々に広く活用されているものです。一方、総合機構の「一

般の皆様向けサイト」は、医薬品の情報を生活者にウェブを通じて提供する

もので、「くすりのしおり」の他、「患者向医薬品ガイド」、「添付文書」が掲

載されています。今回のリンクに伴い、一般消費者は医療用医薬品に関わる

情報をこのサイトを通じて、一括して閲覧することができ、医薬品について

知りたい人に、内容の程度に合った情報を取り出すことができることになり

ました。 

 

当協議会では、近年の医療に対する患者さんの意識の変化に対応するために、

英語版や SP コードによる音声化などのバリアフリー対策を行うとともに、現

在の医療現場によりマッチした情報提供を考慮した改訂版である新版「くす

りのしおり®」を作成を進めています。 



現在「くすりのしおり®」の収録薬品数は約 7,000 品目余りで、繁用されてい

る医療用医薬品の 8 割以上が収録されています。また、記載内容は中学生が

ほぼ理解できる程度を基準としています。当協議会では、今回の総合機構の

サイトへのリンクにより、「くすりのしおり®」の有用性がさらに高まるものと

考えております。 
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(独)医薬品医療機器総合機構ページ
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 ▼項目選択

 

 

印刷画面 SPコード

製薬会社: ノバルティス ファーマ株式会社 

薬には効果(ベネフィット)だけでなく副作用(リスク)があります。副作用をなる
最大限に引き出すことが大切です。このために、この薬を使用される患者さんの
です。 

商品名：ラミシール錠125mg
 主成分：塩酸テルビナフィン（Terbinafine 

hydrochloride） 
 剤形：白色～淡黄白色の錠剤 直径9.0mm、厚さ3.7mm
 シート記載：ラミシール 125mg、LAMISIL 125mg、LP

この薬の作用と効果について 

皮膚糸状菌などの真菌（カビ）の細胞膜成分の生合成に必要な酵素を
より真菌の増殖を抑え、殺真菌作用を示します。 
通常、塗り薬では治療が困難な爪白癬（爪の水虫）などの表在性皮膚
肉芽腫などの深在性皮膚真菌症の治療に用いられます。 

次のような方は使う前に必ず担当の医師と薬剤師に伝えてください。 

以前に薬を使用して、かゆみ、発疹などのアレルギー症状が出たこ
妊娠または授乳中 
他に薬を使っている（お互いに作用を強めたり、弱めたりする可能
で、大衆薬も含めて他に使用中の医薬品に注意してください）。 

用法・用量（この薬の使い方） 

あなたの用法・用量は(医療担当者記入)  

通常、成人は1回1錠（テルビナフィンとして125mg）を1日1回（125
が、年齢、症状により適宜増減されます。必ず指示された服用方法
い。 
飲み忘れた場合は気がついた時にできるだけ早く飲んでください。
常飲む時間が8時間以内の場合は、忘れた分は飲まないで1回分を飛
い。2回分を一度に飲んではいけません。 
誤って多く飲んだ場合は医師または薬剤師に相談してください。 
医師の指示なしに、自分の判断で飲むのを止めないでください。 

生活上の注意 

自分で気づかない副作用が発生していないかを確認するために、定
ことが大切です。この薬を飲んでいる間は肝臓や血液の働きを調べ
めてから2ヶ月間は月に一回、その後も定期的に検査する必要があり

この薬を使ったあと気をつけていただくこと（副作用） 

主な副作用として、胃部不快感、下痢、悪心（吐き気）、腹痛、胃
い、頭痛、食欲不振、味覚異常、発疹、そう痒感（かゆみ）、光線
顔面浮腫（顔のむくみ）、リンパ節腫脹などが報告されています。
に気づいたら、担当の医師または薬剤師に相談してください。 
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まれに下記のような症状があらわれ、［ ］内に示した副作用の初期症
があります。 
このような場合には、使用をやめて、すぐに医師の診療を受けてくださ

食欲不振、全身けん体感、皮膚や白目が黄色くなる[重篤な肝障害]
かぜ様症状（発熱、喉の痛み）、出血傾向、貧血症状[汎血球減少、
小板減少]  
発熱、皮膚の発疹・水疱、目の充血や唇・口内のあれ[皮膚粘膜眼症
皮壊死症]  
筋肉痛、脱力感、赤褐色尿[横紋筋融解症]  
息苦しい、じん麻疹、唇・舌・咽頭の腫れ[ショック、アナフィラキ

以上の副作用はすべてを記載したものではありません。上記以外でも気
た場合は、医師または薬剤師に相談してください。 

保管方法その他 

乳幼児、小児の手の届かないところで、光、高温、湿気を避けて保
い。  
薬が残った場合、保管しないで廃棄してください。 

医療担当者記入欄    年  月  日 

より詳細な情報を望まれる場合は、担当の医師または薬剤師におたずねください。

家向けの「添付文書情報」が医薬品医療機器総合機構のホームページに掲載され
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